
 

 

 

              今期河西会長より会計の依頼があり引き受けましたが、未熟な自分でいいの

だろうかと戸惑いの中で、会長のテーマである「心が通じる、あたたかい奉仕」

を心がけ、活動する一年でした。 

１０Ｒでは、東福寺先輩がリジョンチェアパーソンとなりスタートしました

が、一年間があっという間で、空の雲が流れるように早く感じました。ライオ

ンズクラブ全体での行事、舞鶴ライオンズクラブとの行事。たいへん出席率が 

高かったと思いました。それも全て、各組織の委員長をはじめクラブメンバー

の協力あっての事だと思います。 

楽しい事を思い起こしますと、第 500回目の納涼例会、体力増進例会(ゴルフ打ちっぱなし）､12 月の 

クリスマス例会、そして平賀Ｌが花嫁を迎え新たな人生の門出という喜ばしい事がありました。 

奉仕活動では、平和通りの清掃、福祉施設奉仕、献血運動（2回）､ふれあい車椅子テニス教室。平和通 

り清掃では、甲府舞鶴ＬＣが清掃した後は、葉が一枚も落ちていないね、と他のクラブよりほめ言葉を 

もらいました。 

また今期は、各行事に参加し、地区役員の活躍ぶりや苦労が良くわかり勉強になりました。ガバナー

公式訪問からはじまり、福岡アジアフォーラム、最後に 

秦野市で行われた地区年次大会、まだまだありますが、 

これを企画・計画するキャビネットは大変なことだと思 

いました。 

私事が多忙になり、会長をどれだけ助ける事が出来たか 

猛省する次第です。 最後に、事務局の後藤さんや皆様の 

ご協力をいただき終える事が出来、誠にありがとうござい 

ました。          

  会計  Ｌ 荻原親夫 

 

 

 

    【 編集後記 】 

毎回、多くの方々に原稿の依頼をさせていただきましたが、皆さん快く引き受けていただき 

ました事、感謝しております。写真もかなりの枚数を撮らせていただきました。もう少しク 

ラブニュースでの構成・使用を意識した写真も撮れていれば良かったなと反省する 

ところもありますが、なんとか無事に今年度最終号を発行することができ、ホッと 

しています。一年間お付き合いいただきまして、誠にありがとうございました。 

 

             ＩＴ・ＰＲ・厚生福祉・環境保全委委員長 Ｌ 平賀新也 
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 ＜会長テーマ＞   心 が 通 じ る、 あ た た か い 奉 仕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあい車椅子テニス教室 開催 ！        

 

第２１回目となった「ふれあい車椅子テニス教室」が３月３１日（日）に国母工業団地内テニスコート 

にて開催されました。天気予報では雨模様でしたが、皆さんの日頃の心がけが良かったお蔭で、教室の開

催の間は天気に恵まれました。いつもはボール拾いに走り回っていましたが、今年は初めてボールトスを

担当することになったわけですが、最初のうちは私がトスを出すタイミング、高さ調節をうまく出してあ

げられなかったのですが、参加者の皆さんのどんなボールに対してもラケットを振り出す姿を目の当たり

にして、私にも熱が入りました。それが、練習を重ねるにしたがって、ラケットにボールを当てることか

ら、ネットを越して相手コートに入れたいという意欲が強くなっていき、ボールがネットを越えたときに

は、「ヤッター」という笑顔に満ち溢れていました。 

担当委員会を始めとした皆さん方のご協力により、 

今年度も継続して開催できたことに感謝いたします。 

次回も大勢の参加者の皆さんと共に、良い汗を流し 

て、交流を深めていきましょう。 

 

第三副会長 Ｌ 二子石宣秀 

 

         



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

４月２１日 第５９回３３０－Ｂ地区年次大会が 

   秦野市文化会館にて開催されました。 

記念事業の発表やガバナーズアワードの表彰が 

行われるなか、今期１０Ｒ リジョンチェアパーソ 

ンとして活躍された東福寺正一Ｌへ国際会長 感謝 

状が授与されました。 

    また、ガバナー懇親会では川手寅平ガバナーエレクト（山梨アカデミーＬＣ）の誕生を 

祝って、大いに盛り上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

          

今期、会長という大役を仰せつかりましてから一年間、会員の皆様の 

ご協力により無事に任期を終えようとしております。 

佐藤幹事、荻原会計はじめ会員の皆様方には心より感謝申し上げます。 

本年度は会長テーマ「心が通じる、あたたかい奉仕」で､「真心を込 

         めた奉仕」を実践してまいりました。例年の奉仕活動に加え、1 月には 

イオンモールで行われた「はたちの献血」キャンペーンにも初参加しま 

した。休日にもかかわらず多くの会員の皆様に参加していただき大きな 

成果を上げることができました。この度、厚生労働大臣表彰を頂けることが決まりました。クラブ 

先輩方の弛まない努力と会員の皆様の献身的奉仕の成果だと思います。 

１０月のオール山梨チャリティゴルフ大会では、ホストクラブを務め、慣れない行事のなか、会 

  員相互協力により何とか無事に終えることができました。 

１１月の福岡で開催された東洋東南アジアフォーラムへの参加や、３月の旅行例会としました舞 

  鶴ライオンズクラブ５０周年記念式典には多くの会員の参加をいただきましたが、大会参加の意義 

以上に会員相互の親睦を図ることができたと思います。 

また、会員増強では２名の大変頼もしい会員を迎えることができました。 

数ある年間事業を通じ、各委員会の委員長の皆様や地区役員の東福寺Ｌ、赤池Ｌ、髙添Ｌには、 

多大なご理解とご尽力をいただきましたことに、深く感謝申し上げます。 

結びに、次年度は飯島会長を筆頭に、新たなるクラブ運営に向けて皆様方の益々のご活躍を祈念 

  いたしまして、退任の挨拶とさせていただきます。 

第２１代会長 Ｌ 河西 聡 

 

 

甲府舞鶴ライオンズクラブ幹事としての活動があと数十日になってまいりま 

した。 ライオンズクラブが関わっている様々な福祉行事、そして通年で見る

ライオンズクラブの流れがはっきり理解できた年になりました。幹事を任せて

いただき、この感想では問題があることですが、入社した５年目の社員が店舗

長になって全体を任せられ、仕事が理解できていくようなそんな感じでした。 

当クラブには良き歳月を重ねられた素晴らしい先輩方が多く、たどたどしい

理事会、例会の議事進行、クラブ運営から議事決断までさまざまに見守っていただき、また優しく詳し

く指導をくださいました。こんな環境でしたので、この一年は自分にとって良い成長の機会となりまし

た。今では福祉を施すことでなく、福祉が自然と行える人へと心を動かして行くことがライオンズマン

活動と感じています。 

河西会長、荻原会計、クラブメンバーの皆様、そしてアシスタントの後藤さん、ここまでやって来る

ことが出来ましたこと感謝申し上げます。誠にありがとうございました。  

 幹事 Ｌ 佐藤 隆 

 


